
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １０月３１日（金）、文化総合発表会、１１月６日（木）、１・２年生参加による小倉南

区中学校連合音楽会が開催されました。 

1年生は「夢の世界を」「風になりたい」、２年生は「ハートのアンテナ」「恋」、３年生は

「手紙～拝啓 十五の君へ～」、全校合唱「歓喜の歌」「時の旅人」を披露しました。 

（連合音楽会も同じ曲＋１・２年合同合唱） 

１年生は観客席に座ったことがあるかもしれませんが、芸術劇場の大舞台に立つのは初

めての人もいたのではないでしょうか。練習では先生方から叱咤激励を受けながら、取り

組みました。両日とも本番は大丈夫かと心配しましたが、素晴らしい合唱を聴かせてくれ

ました。皆さんの歌声は、聴く人の心を感動させ、会場に響き渡る拍手をいただきました。 

 「やればできる」ということを感じた２日間でした。 

 一言、言わせてもらうと、本番はできるのに、なぜ、練習を頑張らないのか（全員では

ありませんが）、日頃の学校生活も頑張れないのかと思ってしまいます。「よかったね」「頑

張っていたね」という声をたくさんいただきました。少しでも変わることに期待します。 

 

 

 

 この三つの言葉は私が担任をしていたとき、教室前方に掲示していた言葉です。前回の

通信にも「服装・言葉遣い・挨拶」について書きましたが、友達や先生方との信頼関係を

得るには、この三つの心がけは、どれも誠実で信頼される人になるための重要な要素です。 

 

１．ちょっと我慢する（人間関係の円滑化） 

些細な意見の相違や不満に対し、すぐに反応するのではなく少し我慢することで、対立 

を避け、円満な関係を維持できます。 

２．嘘をつかない（信頼の構築） 

嘘は人間関係を崩壊させる最大の要因の一つです。正直であることは、周囲からの深い 

信頼と尊敬を得るための基盤となります。 

３．第一印象を大切にする（新たな機会の創出） 

第一印象が良いと、新しい友人関係、ビジネスチャンスなど、様々な機会が広がります。 

良い第一印象は、相手に安心感や好感を与えます。清潔感のある身だしなみや、丁寧な 

言葉遣い、笑顔などが大切となります。 

 

これら三つの心がけは、相手に不快な思いをさせないために「ちょっと我慢」しつつも、

「嘘はつかない」ことで誠実さを保ち、それらが「第一印象」の良さに繋がります。 
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あなたの言葉や行動で傷ついている人いませんか？ 

北九州市立城南中学校 学校通信 

             ～やればできる！ 

夢かなうまで、真っ向勝負！～ 

令和７年１１月１０日 №１１ 発行者：校長 岩波 宏明 

学校教育目標 

生徒一人一人の個性や能力の伸長を図り、徳・知・体の調和のとれた心豊かな人間の育成に努める。 
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